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　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大

学地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。

　８月８日16時43分頃に日向灘を震源とするマグニ

チュード7.1の地震が発生しました。気象庁では、

南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会を臨時に

開催し、この地震と南海トラフ地震との関連性につ

いて検討した結果、その日の19時15分に「南海トラ

フ地震臨時情報（巨大地震注意）」を以下のように

発表しました。「南海トラフ地震の想定震源域では、

大規模地震の発生可能性が平常時に比べて相対的に

高まっていると考えられます」

　ここで、「巨大地震注意」のキーワードは、監視領

域内において、モーメントマグニチュード（Mw）

7.0以上の地震が発生したと評価した場合に発表さ

れます。別のキーワードには「巨大地震警戒」もあ

ります。これは、想定震源域内のプレート境界にお

いて、Mw8.0以上の地震が発生したと評価した場合

なので、今回は該当しません。また、令和６年４月

17日に豊後水道を震源とするマグニチュード6.6の

地震が発生しました。しかしこの時は、「想定震源域

内で発生した地震であるが、南海トラフ地震との関

係を調査するマグニチュードの基準未満」という理

由で、「南海トラフ地震臨時情報」は発表しませんで

した。

　今回気象庁が巨大地震注意の発表に至った理由は

以下の通りです。

　「過去の世界の大規模地震の統計データでは、19

04年から2014年に発生したMw7.0以上の地震1437事

例のうち、その後同じ領域でMw８クラス以上の地

震が発生した事例は、最初の地震の発生から７日以

内に６事例であり、その後の発生頻度は時間ととも

に減少します。このデータには、平成23年東北地方

太平洋沖地震（Mw9.0）が発生した２日前に、Mw

７クラスの地震が発生していた事例が含まれます。

世界の事例ではモーメントマグニチュード7.0以上

の地震発生後に同じ領域で、Mw８クラス以上の地

震が７日以内に発生する頻度は数百回に１回程度と

なります。これらのことから、南海トラフ地震の想

定震源域では、大規模地震の発生可能性が平常時に

比べて相対的に高まっていると考えられます」要は、

Mw８クラスの大地震が発生する確率は数百回に１

回程度ではあるが、通常よりは発生確率が高まって

いる状態であることの発表だったわけです。

　内閣府によれば、南海トラフ地震臨時情報（巨大

地震注意）が発表された場合、事前の避難は伴いま

せんが、日頃からの地震への備えの再確認に加え、

地震が発生したらすぐに避難できる準備をしましょ

うと呼びかけています。もし、「巨大地震警戒」が発

表された場合は、日頃からの地震への備えの再確認

に加え、地震が発生したらすぐに避難できる準備を

する必要があります。地震発生後の避難では間に合

わない可能性のある住民は１週間の事前避難を行う

必要があるとされています。

　自治体で作成されているハザードマップの確認

や、避難場所・避難経路、家族との連絡手段などを

決めておくことは重要です。日頃からの地震の備え

の再確認とは、これらの確認をもう一度行うことで

す。さらに、南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警

戒）が発表された際は、必要に応じて事前避難を行

うとともに、すぐに逃げれる服装での就寝や、携帯

ラジオ・携帯電話の予備バッテリーの充電を確認す

るなど各種の備えをより意識して行うことが大事だ

と、内閣府ホームページでも書かれてます。

　今回は日頃からの地震への備えの再確認でよかっ

たのですが、発表がお盆休み期間中というのもあっ

て、自治体によっては、イベントの中止、海水浴場

の立ち入り禁止など、対応はまちまちでした。ただ、

報道を見る限り、住民はいたって冷静だったように

も見受けられます。また、一方で、何をして良いの

かわからなかったようにも見えます。結果的には、

幸いなことに南海トラフ大地震は起きていません

が、学術的には大地震発生確率がゼロになったわけ

ではありません。東北日本では、同様な情報として、

「北海道・三陸沖後発地震注意情報」が発表される

可能性もあります。今回の情報は空振りではなく素

振りと考えて、これらも防災訓練の一種として、今

後の対応に役立てることが重要ではないでしょう

か。

参考：気象庁　「南海トラフ地震臨時情報」および

「南海トラフ地震関連解説情報」

https://www.jma.go.jp/bosai/nteq/

参考：内閣府　防災情報のページ　南海トラフ臨時

情報が発表されたら！

https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/rinji/index.

html

挙ｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇ

撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒
撒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

県一関審査指導監　　　　　　　

　県南広域振興局一関審査指導監

は17日付で、総合評価落札方式で

実施する国・342号花泉地区舗装

補修工事など３件を公告した。入

札参加希望者は入札参加申請書を

電子入札システムにより26日正午

までに提出すること。入札は10月

３日（２件）、10日（１件）を予定

している。

▽国・342号真柴地区舗装補修工

事（簡易２型、週休２日：発注

者指定型）

施行地　一関市真柴地内

工　期　111日間

工事内容　施工延長220ｍ、路面

切削工1670㎡、舗装工1670㎡、

歩道舗装工440㎡

予定価格　2005万5000円

入札参加資格　舗装工事Ａ級資格

者で、県南広域振興局（本局、

一関地区）の区域に建設業法に

基づく主たる営業所を有するこ

と。アスファルトフィニッシャ

ーのオペレーターは、自社（連

結決算会社または専ら自社の下

請けを行っている完全協力会社

を含む）雇用の者を配置できる

こと

開札予定時間　10時

▽久伝の沢筋砂防堰堤修繕工事

（簡易２型、週休２日：発注者

指定型、ＣＣＵＳ活用モデル工

事）

施行地　一関市川崎町薄衣字鴨地

地内

工　期　2025年３月15日まで

工事内容　堤長９ｍ、堤高4.5ｍ、

コンクリート88㎥、コンクリー

ト（堤冠部）81㎥、植生基材吹

付580㎡

予定価格　4415万7000円

入札参加資格　土木工事Ｂ級資格

者で、県南広域振興局（本局、

一関地区）、沿岸広域振興局（大

船渡地区）の区域に建設業法に

基づく主たる営業所を有するこ

と

開札予定時間　10時20分

※以上２件

入札予定日時　2024年10月３日17

時まで

開札予定月日　2024年10月４日

▽国・342号花泉地区舗装補修工

事（簡易２型、週休２日：発注

者指定型、ＣＣＵＳ活用モデル

工事）

施行地　一関市花泉町花泉地内

工　期　139日間

工事内容　施工延長325ｍ、路面

切削工2110㎡、舗装工2110㎡、

路上路盤再生工2110㎡

予定価格　4937万9000円

入札参加資格　舗装工事Ａ級資格

者で、県南広域振興局（本局、

一関地区）、沿岸広域振興局（大

船渡地区）の区域に建設業法に

基づく営業所（岩手県内に主た

る営業所を有する者にあって

は、主たる営業所に限る）を有

すること。アスファルトフィニ

ッシャーのオペレーターは、自

社（連結決算会社または専ら自

社の下請けを行っている完全協

力会社を含む）雇用の者を配置

できること

入札予定日時　2024年10月10日17

時まで

開札予定日時　2024年10月11日10

時

▼以上３件

参加申請書の受付　2024年９月26

日正午まで

………………………………………

　県南広域振興局一関審査指導監

は17日付で、簡易総合評価落札方

式で実施する経営体育成基盤整備

事業小猪岡地区第42号一定区域測

量業務委託を公告した。入札参加

希望者は入札参加申請書を電子入

札システムにより10月２日正午ま

でに提出すること。入札は15日を

予定している。

▽経営体育成基盤整備事業小猪岡

地区第42号一定区域測量業務委

託（簡易２型）

施行地　一関市厳美町地内

期　限　2025年３月21日まで

業務内容　一定区域測量1.7㎞、

用地測量0.13 、４級基準点測

量24点

入札参加資格　次のアからウの全

ての要件を満たしていること。

ア：測量に登録され、地上測量

を申請業務としていること、イ

：補償関係コンサルタントに登

録され、土地調査を申請業務と

していること、ウ：県南広域振

興局の区域に本店または県内に

本店を有した上で営業所を有す

ること。2014年４月１日以降に、

元請けとして次のアおよびイの

業務を受注した実績を有するこ

と。ア：基準点測量業務、イ：

用地測量業務

参加申請書の受付　2024年10月２

日正午まで

入札予定日時　2024年10月15日17

時まで

開札予定日時　2024年10月16日10

時20分

………………………………………

　県南広域振興局一関審査指導監

は17日付で、条件付一般競争入札

で実施する主・花泉藤沢線老松地

区用地測量業務委託を公告した。

入札参加希望者は入札参加申請書

を電子入札システムにより10月２

日正午までに提出すること。入札

は15日を予定している。

▽主・花泉藤沢線老松地区用地測

量業務委託

施行地　一関市花泉町老松地内

期　限　60日間

業務内容　用地測量0.18 、用地

幅杭設置測量0.02㎞

入札参加資格　補償関係コンサル

タントに登録され、資格申請に

おいて土地調査を申請業務とし

ている者で、県南広域振興局の

区域に本店または県内に本店を

有した上で営業所を有するこ

と。2014年４月１日以降に、元

請けとして用地測量業務を受注

した実績を有すること

参加申請書の受付　2024年10月２

日正午まで

入札予定日時　2024年10月15日17

時まで

開札予定日時　2024年10月16日10

時

………………………………………

県大船渡審査指導監　　　　　　

　県沿岸広域振興局大船渡審査指

導監は17日付で、総合評価落札方

式で実施する綾里漁港水産生産基

盤整備（護岸）その２工事など４

件を公告した。入札参加希望者は

入札参加申請書を電子入札システ

ムにより26日正午までに提出する

こと。入札は10月３日（３件）、10

日（１件）を予定している。

▽国・397号子飼沢地区舗装補修

工事（簡易２型、週休２日：発

注者指定型、ＣＣＵＳ活用モデ

ル工事）

施行地　住田町世田米字子飼沢地

内

工　期　112日間

工事内容　施工延長260ｍ、舗装

打換え工2210㎡、区画線工650

ｍ

予定価格　2051万5000円

入札参加資格　舗装工事Ａ級資格

者で、県南広域振興局（本局、

花巻地区）、沿岸広域振興局（本

局、大船渡地区）の区域に建設

業法に基づく主たる営業所を有

すること。アスファルトフィニ

ッシャーのオペレーターは、自

社（連結決算会社または専ら自

社の下請けを行っている完全協

力会社を含む）雇用の者を配置

できること

開札予定時間　13時

▽国・107号川内地区舗装補修工

事（簡易２型、週休２日：発注

者指定型、ＣＣＵＳ活用モデル

工事）

施行地　大船渡市日頃市町字川内

地内

工　期　110日間

工事内容　施工延長240ｍ、路面

切削工1920㎡、オーバーレイ工

1920㎡、区画線工600ｍ

予定価格　1974万1000円

入札参加資格　舗装工事Ａ級資格

者で、県南広域振興局（本局、

花巻地区）、沿岸広域振興局（本

局、大船渡地区）の区域に建設

業法に基づく主たる営業所を有

すること。アスファルトフィニ

ッシャーのオペレーターは、自

社（連結決算会社または専ら自

（７面へつづく）


